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沖縄島の河川に生息するハゼ亜目の浮遊仔魚の形態と

浮遊仔魚期の長さ
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琉球列島の河川に生息する在来魚類の多くは、河川と海とを回遊していると

考えられるが、その回遊の過程について具体的な知見は少ない。河川産魚類の

大半を占めるハゼ亜目の多くは、河川内で産卵し、孵化した仔魚が海域へと流

下して浮遊仔魚期を過ごし、その後再び河川に加入して底生生活に移行すると

考えられている。浮遊仔魚期の生態はほとんど未解明である。ハゼ亜目は非常

に多くの種を含むが、浮遊仔魚期の形態が知られている種はごく－部である。

従来の研究では、同定の困難さから単に「ハゼ亜目仔魚」と扱われることが多

く、浮遊仔魚の研究における障害となってきた。

本研究では、沖縄島北部の海岸および河川感潮域においてハゼ亜目浮遊仔魚

の採集を行い、海産種も含む５５タクサを区別して記載し、そのほとんどを属ま

たは種レベルまで同定した。また、浮遊仔魚の標本が得られなかった７種につ

いて、浮遊仔魚期の特徴を残す着底後の稚魚を採集し、形態を記載した。これ

らの同定が可能となったことで、浮遊仔魚に関する今後の研究の大きな発展が

見込まれる。

その形態は多様であったが、ヨシノボリ属とナガノゴリを除くほとんどの仔

魚の発育段階は比較的均一であり、着底直前に海岸または河川感潮域に出現し

たものと考えられた。河川加入時の標準体長は、２５～２９ｍｍのボウズハゼから

約４ｍｍのクロコハゼ、タネハゼ、ウチワハゼまでさまざまで、一般に淡水域に

生息する種では大きく、感潮域に生息する種には小さいものが多かった。

浮遊仔魚および着底直後の仔稚魚の耳石輪紋数から、浮遊仔魚期の長さを推

定した結果､成魚が感潮域に生息する種の大半は１ヵ月前後であったのに対し、

ボウズハゼ亜科やカワアナゴ属などは２～６カ月と長かった｡後者は加入時期と

産卵期の関係や出現状況、分布から、浮遊仔魚期に広く分散する可能性が示唆

され、長い浮遊仔魚期がその分散に強く影響していると考えられた。同じく淡

水域に生息するヨシノボリ属とナガノゴリの浮遊仔魚期は約１～２カ月と短く、

また鰭が完成していない若齢の浮遊仔魚も海岸および感潮域で多数採集された

ことから、比較的岸近くで浮遊期を過ごし、あまり分散しないと考えられた。


